
様式第二号の十三佛八条の十七の二関係)

富山市長

特別管理産業廃棄物処理計画書

(第 1面)

殿

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の2第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の
減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事業場の名称

提出者

住所富山市会海岸通3番地

氏名三菱ケミカル株式会社富山事業所

事業所長井上吉明

電話番号 076-437-1510

事業場の所在地

2024年

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

画

①事業の種麺

6月

期

三菱ケミカル株式会社富山事業所

問

21日

②事業の規模

富山市海岸通3番地

令和6年4月1日~令和7年3月3 1日

③従

製造業化学工業

④特別管理産業廃棄物
の一連の処理の工程

出荷額

数 455名

別紙(処理工程)のとおり

細本産業規格 A列4番)

雪
口

昌
(業



特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(管理体制図)

別紙記載の通り

(第 2 面)

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度(

特別管理産業廃棄物の種類

排

令和5

(これまでに実施した取組)

出

年度)実鞁】

塗

②計画

囲躬円

特別管理産業廃棄物の種類

別紙1のとおり

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

排

(今後実施する予定の取き田

出

①現状

量

②計画

(分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

物質ごとに分別を行い、適正処理を実施

別紙1のとおり

(今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

物質ごとに分別を行い、適正処理を実施



自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度(

特別管理産業廃棄物の種類

幽ら再生利用を行った
特別管理産業廃棄物の量

(第 3 面)

令和5

(これまでに実施した取ホ勵

年度)実績】

②削'画

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら行う特別管理産業廃棄物の中冏処理に関する事項

実鎖なし

自ら再生利用を行う
特別管理産業廃爽物の量

計画なし

(今後実施する予定の取k田

①現状

【前年度(

特別管理産業廃棄物の種類

肉ら熱回収を行った
特別管理産業廃棄物の量

令和5

白らホ問処見により滅獣した
特別管理産業艇棄物の址

(これまでに実施した取ネ田

年度)実績】

②計画

実繊なし

【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
特別管理産業廃棄物の量

計画なし

白ら中問処見により減量する
特別管Ⅷ産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)



自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

①現状

【前年度(

特別管理産業廃棄物の種類

ら埋立処向 分
たイ了 つ

特別管理産業廃棄物の量

(第4面)

令和5

(これまでに実施した取組)

年度)実鞁】

②計画

【目標】

実績なし

特別管理産撰廃棄物の種類

ら埋立処自
^

分
イ丁と

特別管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

計画なし

(今後実施する予定の取組)

【前年度(

特別管理産業廃棄物の種類

①現状

全処理委託量

令和5

優良認定処理業者への
処理委託量

年度)実荊W

再生利用業者への
処理委託 f

別紙2のとおり

認定熱回収業者への
理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
π理委託量

(これまでに実施した取組)



【目標】

特別管理産業廃棄物の種類

全処理委

別紙2のとおり

②計画

(第 5 面)

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
n 理委託量

(今後実施する予定の取組)

電子情報処理組織の使用
に関する事項

【前年度(

※事務処理欄

(今後実施する予定の取組等)

・JWNETを継続使用する

令和5

(ホリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。)

年度)実績】

186.1

託量

訂
b 物

扱
棄廃業・

産
出

理一
曾j特

排



備老
1 前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が卵トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2 当該年度の6阿30日までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入する
こと。

山①棡には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
促)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実績)、建設業の場合における元請
完成工事高(前年度実"勣、医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ
事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

促)④棡には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が終了
するまでの一連の処理の工程(当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入するこ
と。

4 「白ら行う特別管理産業廃棄物の中問処理に関する事項」の柳には、特別管理産業廃棄物の
種類ごとに、自ら中問処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管
理産業廃棄物の量と、自ら中闇処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、
月標及び取組を記入すること。

5 「白ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する亊項」の欄には、特別管理産業廃棄物の
種類ごとに、娜立処分した量を記入すること。なお、中闇処理を行うことにより特別管理産業
廃棄物に該当しなくなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入するこ
と。

(第 6 面)

6 「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ご
とに、全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認、定処理業者(廃棄物の処理及び
清掃に関する法律施行令(以下「令」という。)第6条の14第2号に該当する者)への処理
委託量、処理業者への再生利用委託示、認定熱回収施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量及び認定
熱回収施設設羅者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実
績、同標及び取組を記入すること。

フ「電子惰報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生
量(ポリ塩化ビフェニル廃棄物(令第2条の4第5号イからハまでに掲げるものをいう。)を
除く。)を記入すること。その量が50トン以上の者にあっては、今後の電子情報処理組織の使
用に関する取組等(情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関
する法律施行規則第8条の31の4に該当するときは、その旨及び理由を含む。)について記入
すること。

8 それぞれの棚に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に賜嚇心の
とおり」と記入し、当該柳に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理
産業廃棄物の種類が3以上あるときは、前年度実績及び同標の欄に「別紙のとおり」と記入
し、当該棚に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべ
き事項がないときは、「ー」を記入すること。

9 ※棡は記入しないこと。



廃棄物処理に係る管理体制

三菱ケミカル鵬富山事業所では、レスポンシブルケアのひとつである環境保全推進のために、環境管理システ
ム a s0140O D 認証取得し、その活動のひとつとして、外部処分量の削減に加え、廃棄物発生原単位
の削減の目標を定め継続的改善を穫極的に行っている。

廃棄物担当

環境安全・品質保証部

環境安全・品質保証部環境・安全G

廃棄物部会

役 産業廃棄物管理部門

0廃棄物処理に関寸る検討

廃棄物の発生抑制、減量化、循環利用(再使用・再生利用・熱回収)、適正処理の
推進、計画的な廃棄物の梅利運営を行う上で必要な事項を検討する。

・委員長一事業所長

害リ

・事務局一環境安全゛d1捌呆証部

0廃棄物処理方針の策定

0廃棄物処理計画の作成

0廃棄物管理状況の把握と改筈策の検討

0処理業者、再生利用業者の棚査、選定及び管理

・委員一関連部署製造部長等

0工場の廃簗物管理規定の策定・改廃

0廃棄物処理に開する各種事項の決定、承認

0産業廃棄物管理票の管理

0特別管理産業廃棄物管理責任者等の設置

0監督官庁への各麺報告

0社員、関連会社に対する教育、啓発

0その他関係寸る事項

製造部門
【各工場)

環境管理委員会

普通の産業廃棄物

産業廃棄物管理部門

廃棄物担当者会議

動力課

特別管産業廃棄物

特別管理産業廃棄物管理責任者



図1 アセテート製造部(アセテート繊雜製造工程)

ワイラメント
原液

回2 樹脂製造部(アウリル樹脂製造工程)

ろ過

アウリイゥト

GD

回収

紡糸

廃酸石綿

水銀使用製品産

エスカ

匝D

調自

アグjライト課

仕上

重合

前重合

図3 動力課

回収

廃油

加熱脱揮

後重合

回収

もえがら

ホ'イう

発電撥

虜油

紡糸

ばいじん

PC灰

もえがら

,・ヒン油

賦升

図4 温水、蒸気ボイラー

A吐壮くず

仕上

逐王三
もえがら

梱包

排煙処理

■レッKず

不良シ・ト

コン刎ート

感染性

ガラ

金属くず

コンウリート

園5 撥能ボリマー

梱包

排ホ処理汚泥

梱包

ホ'フ'0),

重合

園5 排水処理場

PH馴愁

煙突

図6モの他

乾燥

曝気

その他

廓プラ

汚泥

粉砕

究殿槽

看泥廃油

廃電気根

包装

弓泥脱水

廃プラ

秀泥

汚泥

金属くず

廃電池類

金属くず

木屑

廃ア'刎

PCB廓縦

貸



別紙1

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度(令和5年度)実績】

特別管理産業廃棄物の種類_

排

・各τ場ごとの排出量を毎月の安全衛生委員会で事業所内に周知。排出量の可視化により排出抑制を意識付け。
・廃棄物担当者会議(2回/年)を開催し、教育を実施。
す非出抑制について課内教育を実施。
・安定運転継続による製品ロス削減。

・事業所ゼロエミッション目標の達成と埋立て量の削減を継続(2023年度ゼロエミッション目標0.器→実績0.船謡達成)
・震災の影縛で廃油量増加。

出

②副'画

【目標】

廃油

特別管理産業廃棄物の種類_

妬2.1

別紙2

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

排

186.1 t

(今後実施する予定の取組)

・各工場ごとの排出量を毎月の安全衛生委員会で事業所内に周知。排出量の可視化により排出抑制を意識付け。
・廃棄物担当者会議(2回/年)を開催し、特別管理産業廃棄物排出抑制の意識付け教育を実施。
チ非出抑制について課内教育を実施。
・安定運転継統による製品ロス削減。
・事業所ゼロエミッション目標の達成と埋立て量の削減を継続(2侃4年度ゼロエミッション目標0,2%→0,1%に変更)

廃酸

出

器.1

廃アルカリ

』^ー

g玉

廃油

2.2

燃え殻有害

29.4

68.5 t

廃酸

【荊年度(令和5年度)実績】

NB汚染物

①現状

特別管理産業廃棄物の種類_

26.6

廃アルカリ

全処理委託量t

感染性廃棄物

優良認定処理樂者への
処理委託n

2.5

燃え殻有害

ー'ー.

凡

認定熱回収業者への
凡理委託,

廃石綿等

1 用・・、、'への

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託

0.0

PCB汚染物

廃油

(これまでに実施した取組)
・定期的な現地確認(処理状況、維持管理状況、周辺状況等)の実施による委託先の適正処理状況の把握と指導。
・産業廃棄物管理票(マニフェスト)の廃掃法違反を防ぐ独自のシステムを使用し、管理を徹底する。
・再資源化の推進に向けた最適な委託先の調査探索を実施し、事業所ゼロエミッション目標の達成と埋立量の削減を継続。
・震災の影響で廃油量増加。

5.8

152.1

有害廃油

186.1 t

152,1

感染性廃棄物

廃酸

140.1

2.9

有害汚泥

【目お幻

②言1'画

器.1

廃アルカリ

11.フ

特別管理産業廃棄物の種類_

廃石綿等

器.1

0,2

全処理委託量t

19.0

2.2

燃え殻有害

優良認定処理業者への
処理委託

2.8

6.6

有害廃油

2.2

冉・i'1jⅡ U ゴへの

0,0

0.1

認定熱回収業者への
処理委託 デ

PC酎写染物

0.0

3.4

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

有害汚泥

廃油

、、

(今後実施する予定の取き脚
・定期的な現地確認(処理状況、維持管理状況、周辺状況等)の実施による委託先の適正処理状況の把握と指導。
・産業廃棄物管理票(マニフェスト)の廃掃法違反を防ぐ独自のシステムを使用し、管理を徹底する。
・再資源化の推進に向けた最適な委託先の調査探索を実施し、事業所ゼロエミッション目標の達成と埋立量の削減を継続。

0.0

感染性廃棄物

29,4

ヲ

68.5 t

廃酸

29.4

0.2

15.6

26,6

廃石綿等

廃アルカリ

13.4

26.6

0.2

21.9

5.8

有害廃油

燃え殻有害

2.5

3.2

0.0

2.5

0,0

0.0

0.1

2.9

有害汚泥

0.0

PC3汚染物

0.0

2.9

0.0

感染性廃棄物

0.2

廃石綿等

6.6

有害廃油

0.0

0.0

3,4

有害汚泥

0,0

3.4

0.0

0.0

t量


